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【目的】
事故は子どもの主要な死因である。幼児の家具へのよじ登
りが原因で、たんす等の家具や家具の上に設置されたテレ
ビ等の転倒による死亡事故が多発しており、その予防が
課題である。しかし、家具の転倒事故リスクを定量的に評
価する指標は存在していない。本研究では、幼児が家具
によじ登る際に作用する力の計測実験を行い、家具転倒
の可能性を評価するための定量的指標を開発することを
目的とする。
【対象と方法】
よじ登り高さが可変で、かつ、よじ登り時の作用力を計測
可能な力センサが埋め込まれた台を作製した。当該セン
サは、２軸であり、重力方向の成分（垂直方向）と重力に
対して直交する成分（水平方向）を計測可能である。幼児
37名（月齢13～45か月, 平均31か月）を対象に、作製した
台によじ登る際の垂直・水平方向の力を計測し、家具の転
倒可能性を評価する指標を開発した。代表的な家具に対
して、物体上部をひもで水平方向に引っ張る実験を行い、
幼児のよじ登りによる家具の転倒可能性を確認した。
【結果】
幼児を対象とした実験の結果、よじ登る際、垂直方向には
最大で体重の1.9倍、水平方向には0.45倍相当の力が加わ
っていた。この結果より体重の0.5倍の力が水平に作用し
た場合の家具の転倒可能性の確認することで、幼児のよじ
登りによる転倒可能性の評価が可能であることが分かっ
た。この評価指標の実行可能性を検証するため、固定され
ていない家具の上部の端を水平方向に引っ張ることによっ
て傾き始める力を計測すると、例えば、高さ145cmの棚で
は7.9kgf、大きさ65インチのテレビでは8.8kgf、高さ135cm
の冷蔵庫では9.3kgfの力でそれぞれ傾き始めることが確
認された。体重が17kg程度の子供の場合(平均的な５歳児
に相当)、水平方向に加わる力を体重の0.45倍相当の力と
すると、いずれも転倒の可能性がある物体であることが分
かり、開発指標で評価可能であることが確認された。
【考察】
本研究では、幼児のよじ登りに加わる力と日用品の転倒の
力の計測により、家具の転倒可能性を定量的に評価する指
標として、体重に基づく指標を開発した。今後、幼児のよじ
登りによって家具が倒れるかを判定できるソフトウェアの開
発を検討している。本研究の一部は東京都委託事業「令和
５年度セーフティ・レビュー事業」の一環として行われた。
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【目的】
当施設では、当施設に入所している子どもに対し、新版K
式発達検査、KIDS（キッズ）乳幼児発達スケールなどを用
いて発達状況を把握し、個々の発達に合わせた関わりをす
るように努めている。乳児院の入所児童の中で、KIDSの
項目で不通過の項目があることが散見されたため、その結
果と新版K式発達検査結果の関連について調べ、今回そ
の結果を報告する。
【方法】
調査期間：2022年4月～2024年1月
質問紙：KIDS（キッズ）乳幼児発達スケールTYPE A 
（0ヶ月～11ヶ月），TYPE B（１歳～2歳11ヶ月）
対象児：当施設に入所した乳幼児22人（平均月齢：23.14
ヶ月）［男子：10人，女子：12人］
方法：新版K式発達検査とKIDS（TYPE A，TYPE B）
の結果に対して分散分析を行った。
【結果】
新版K式発達検査（K式）のDQを高群と低群に分類し分
散分析を行ったところ、K式DQの高・低群とKIDS-Aの指
数と有意な差が（ｐ＜.01）、Bの指数と有意傾向が見られ
た（ｐ＜.05）。中でもKIDS-Ａの方では、【運動】以外の 
【操作】【理解】【表出言語】【対成人社会性】【食事】で
有意傾向が見られた（ｐ＜.05）。KIDSの各項目の平均値
とK式DQの高・低群とで分析すると、10項目で両群に差
があることが示唆された。例えば、【食事】領域で「空腹
時に抱くと、口を動かして乳を欲しがる」が高群：1.00、
低群：0.43（F(1,13)=9.24 ,ｐ＜.01）で、低群では不通過
であることが多いことが分かった。
【考察】
KIDSは一般的には親などの養育者が記入するため、その
妥当性についてはしばしば議論されてきたが、今回の調査
では過去の記録に基づき施設職員が二人以上で記入する
ことにより、より客観性のあるデータを得ることができた。
そして、２～3歳時に受けた新版Ｋ式発達検査結果と分析
したところ、幼児期対象のKIDSのＢよりも乳児期対象の
Ａと有意な差があり、乳児期の発達が幼児期のＤＱに影
響を及ぼすことが分かった。特に発達が緩やかな子ども
において、乳児期の段階で不通過になりやすい項目が明ら
かとなった。この不通過になりやすい項目について乳児期
から注視しながら、その段階に合わせた関わりをすること
で子どもの発達を促進していくことが大切かと思われる。
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【目的】
我々は児童の生活機能を「子どもの日常生活チェックリスト
（QCD）」で調べて、性差があること、他の潜在要因があ
ることを明らかにした（2024, 中山）。本研究は日中の覚
醒度が関係すると仮説を立てて、QCD総得点に与える影
響を明らかにすることを目的とした。
【方法】
対象校はA町立A小学校（2023年度全校児童444名）で
あった。同意が得られた保護者に最近1ヶ月間の子どもの
様子をQCDで回答してもらった。また、日中の覚醒度を
「お子さんは日中に眠そうにしていることはありますか？」
と尋ねて、“よくある”、“ときどきある”、“ほとんどない”
で回答してもらった。本研究の分析対象者は、2022年度
に1年生～5年生、2023年度に2年生～6年生であった294
名（男児144名、女児150名）とした。QCD総合点を目的変
数として、性別、学年、調査年、学年、日中の覚醒度、学年
と調査年の交互作用を説明変数とする一般化線形混合モ
デル（GLMM）を実施した。変量効果として個人IDをモ
デルに組み込んだ。統計解析はSPSS Ver. 29（IBM社）
で行い、有意水準は5%とした。本研究は茨城県立医療大
学倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号1060）。
【結果】
GLMMの結果、モデルの疑似決定係数はR2 = .700、級
内相関係数はICC = .616であった。固定効果のうち、有
意だった説明変数は、性別（p = .008）と日中の覚醒度（p
＜.001）であった。調査年（p = .238）、学年（p = .173）、
および学年と調査年の交互作用（p = .743）は有意ではな
かった。また変量効果も有意であった（p＜ .001）。モデル
式が推定したQCD総合点（平均点 ± 標準誤差）は、男児
（40.4 ± 0.76）より女児（43.4 ± 0.74）が3点高く、日中の
覚醒度別では「日中眠そうにしていることが」“よくある”
（33.9 ± 2.2）、“ときどきある”（41.0 ± 0.80）、“ほとん
どない”（42.7 ± 0.58）で覚醒度が高いほど得点が高か
った。
【考察】
児童のQCD総得点に日中の覚醒度が影響することを明ら
かにした。QCD低得点者は、睡眠不足が背景にある可能
性がある。生活習慣や社会性といった生活機能を改善の
ために、睡眠の評価や睡眠の改善を指導する必要がある。
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